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この本は、リンダ・サルツァーが個人的な自分の不妊との葛藤
と、精神科医としての豊富な経験について書いたものです。サ
ルツァーは一人ひとりの人やカップルに、不妊の危機からしば
しば現れる多くの激しい感情との付き合い方について広範囲
にわたる手引きを提供しています。

Kay Oke ed., Taking Charge of Your Infertility, Melbourne IVF, 
2000
この本は、不妊カウンセラーたちによって書かれたもので、不
妊に直面している人たちがどのように、無力感に負けること
なく、激しい感情の移り変わりを無事に乗り越えることができ
るか、に光をあてています。以下からコピーを入手できます。
Kay Oke, Melbourne, IVF, Suite 10, 320 Victoria Pde., East Mel-
bourne Vic. 3002 Australia  Fax +613 9473 4454.

Jean and Michael Carter, Sweet Grapes, How to Stop Being  

Infertile and Start Living Again. Perspectives Press, Indianap-
olis, 1989.
不妊という人生のストレスを通して起こる心理作用を調べる中
で、ジーンとマイクは、コミュニケーションが意思決定に重要な
役割を果たしていることを強調し、それが不妊のカップルに自
らの人生のコントロールを取り戻させるといいます。カーター
夫妻は、チャイルドフリーであることや、再び人生を歩き始める
ことの意味について読者と考えるために、自分達の経験を提
供しています。

長い年月、検査や不妊治療をしてきたその後で、
家族を持つという夢が叶わないかもしれないという
現実と向き合うのは、非常につらいことです。
このファクトシートは、子どものいない人生と
向き合って、無力感や喪失感に直面した人が
実際に「役に立った」という対処法を

紹介しています。

不妊の医療消費者国際サポート組織(iCSi)は、医療提供
者、政府組織、各国のメディアと効果的な関係を築くこと
によって、患者さんが生殖補助医療のヘルスケアと公共
政策において対等な立場にたてるよう、患者さんのエン

パワーメントに取り組んでいます。
この目標と私たちが取り組んでいる課題を促進するため
には、私たちは毎年、各国の代表者が集い国際会議を開
いています。これは欧州ヒト生殖胎生学会（ESHRE）の年

次大会の前に開催されます。
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か。でも必ずしもそうではなく、私たちの人生に痕を残すような
他の危機と同様に、（実際に生きていたか、空想の中で生きて
いたかに関係なく）私たちの愛した人を失うことも人生の一部
になるのです。

親になるという希望から、これをあきらめる「節目」を特別な時
間や行動という形で示すと効果があるかもしれません。休日、カ
ップルで時間を過ごすことは、日々の日常的なことからの息抜
きになるかもしれませんし、違う意味で互いに感謝しあう機会
となるかもしれません。子ども部屋と決めていたところを模様替
えするのもひとつの方法で、ある人たちは、このときに「これも
悪くないじゃない」と思ったりします。

こうして考え方を変えようとするとき、その支えとなるものにはい
ろいろな形があるはずです。同じような経験をしてきた人や、ま
たはその他の人と話すこと、専門家のカウンセリングを受けるこ
と、自分の生活スタイルの重要な部分を変えることも支えになる
かもしれません。また、こうしたことは、今までなかなか手を出せ
なかったようなことをはじめる良い機会になるかもしれません。

ある時点で、この夢をあきらめなければいけません。『Surviving 
Infertility ? A Compassionate Guide Through The Emotional Crisis 
of Infertility』(「不妊を生きる―不妊における心の危機を通しての
心やさしいガイド」)の中でリンダ・サルツァーは、「悲しみはしか
たがありません。実現に叶わぬ夢には別れを告げて、それを心
地よい現実と置き換えましょう」と書いています。どのような悲し
みのプロセスにも必ず終着点があって、必ず解決はみられるの
です。『Never To Be A Mother』(「母にならないということ」)を書い
たリンダ・ハント・アントンは、「終着点とは、子どもがいないこと
を喜ぶようになるという意味ではありません。子どもができなか
ったことが過去のことで現在のことではなくなるということなの
です。子どもがいないことについてあなたが気持ちに決着をつ
けるということは、残りの長い人生をできるだけ充実した形で過
ごすということなのです。つまり子どもがいないという空白の部
分をできるだけ減らして、人生の価値を最大限にすることを意味
しています」と言っています。

痛みを最小限にするためにどのようなことが出来るでしょう？

ここに、ある人たちの助けとなった物の考え方をいくつか掲げ
てみましょう。

待ち焦がれていた子どもに自分の人生を捧げてしまわない
でください。あなたの人生は、あなた自身が決めることだとい
うことを忘れないで下さい。

何が家族なのかという考え方は変化してきていますが、人は
今だに、子どもがいないと「本当」の家族ではないというよう
な、社会的圧力を少なからず受けているように思えます。もち
ろん、もしこの状況が自分の選択でそうなったのなら、何の問
題もありません。自分の関心ごとや趣味にもっと時間を使え
たり、人間関係を育くむために時間や労力を注いだり、親とし
ての義務や責任を気にせずキャリアを追求できる可能性が
あるなど、それはとても魅力的なはずです。

選択

問題は、子どものいない人生が自分の選択であったかどうかで
す。不妊の場合は、子どもがいないのは自分の選択ではないの
で、無力感ややるせなさ、そしてとりわけ喪失の感情が生じます。

子どもを持ちたいと思っている人のほとんどが、自分たちの選
択しだいで、将来を大きく作用するであろう子どもを持つことが
できると信じて育ってきました。それが不妊になって、考えてい
たのとはまったく違う厳しい現実に直面し、不妊の人たちは生
殖補助料（ART）を受けるかどうかを決めなければなりません。
生殖補助医療がその人の個人的価値や、またその人の文化や
宗教的信条に相反する場合には、自分の心に従って、治療はし
ないと決める人もいるでしょう。

感情的なこと

子どもがいない人生と向き合わなければならなくなる時やそ
の状況は、人によって大きく違います。その可能性や現実への
適応方法もまた人によって異なります。そして、この過程には時
間を要します。事実、ある意味では終わりがありません。人生が
続く限り、友達の子どもが学校に行き始めたり、兄弟姉妹が祖
父母になったときなどに思い出させられるのです。かつて描い
ていた夢が叶わないという悲しみを味わうのです。あるメンタ
ルヘルスの専門家たちは、悲しみのプロセスでの重要な課題を
あげています。この課題のひとつが、現実の喪失感に慣れること
です。この喪失は、実際の人を失ったわけではなくて、可能性を
喪失しただけなので、特に難しいかもしれません。「本当にいた
人」を失ったわけではないので喪失感があまりないと思いがち
ですが、そんなことはありません。この喪失感を乗り越えるため
の「儀式」はないのです。個々の人やカップルは、子どものいな
い人生に適応していく過程で、周りの無理解や不信に直面させ
られるかもしれません。

時間さえ経てば、悲しみはいずれ完全に終わるだろうという思
いが自分自身、もしくは他の人の中にもあるのではないでしょう

あなた自身や、パートナー、友達を放ったらかしにしていては
いけません。皆があなたを必要としていて、あなたも皆のこと
が必要なのです。あなたが一度打ち勝ったはずの喪失に二
度と影響されることはないとも思わないほうがいいでしょう。
子どもがいないことは、子どもを持つことと同様に一生の問
題です。でも、痛みは完全になくならなくても、今より楽にな
ることは確実なので、それを期待しましょう。

人生の中で子どもとかかわるかどうかを決めてください。も
し、自分自身の子どもが持てないなら、他の人の幸せのため
に手助けするという手もあるかもしれません。

あなたが後に残したいものを決めてください。子どもを持つ
だけでなく、これを達成するため方法は他にもあります。残す
ものがどんなに大きいかまたは小さいかは関係なく、それが
自分にとって重要であるということが大事なのです。

健康に気をつけて生活してください。よい栄養は子どもを持
てない人にも欠かせません。日常的な運動は抑うつ反応を防
ぐのに役立つはずです。

不妊の経験が、かつてのあなたの一部を確実に変えていくの
で、それを覚悟しておいてください。経験者の中には、人生、
なんでも達成できるという単なる楽観主義をやめた人がたく
さんいます。でも後になって、この悲しみの結果、成長したと
語る人もたくさんいます。

そして

ご自分のこれからを支援してくれそうなカウンセラーや自助
グループに是非助けを求めてください。

ある女性は、不妊治療でつらかったときに書いた詩の中で、自
分の人生に子どもがいないという現実とどのように向き合って
きたかをうまく表現しています。

“そして、私が心から欲しかった子ども、
その子がいない人生を生きていくために、私には学ぶべきことがある
子どもがいないということが、
自分自身の人生の意味を問いかける
今はその答えはみつからないけれど、いずれ私はみつけるだろう
心にぽっかりとあいた穴を満たす私の人生の目的を”  
    アン・グラハム作

ファクトシート　―　子どものいない人生を考えるときに



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


